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特 集 
上本伸二 新理事長 就任 

昴会創立４０周年記念式典開催 

東近江市蒲生医療センター 

市民公開講座 開催 

日野記念病院 

湖東記念病院 

東近江市立能登川病院 

歯科口腔外科常勤体制再開 

２４時間３６５日対応 脳卒中救急医療 

アイセンター長就任あいさつ 

日本初導入眼科手術装置「Unity」 

病院化増築棟工事 

循環器疾患で命を落とさないために 

特 集 
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巻頭特集 

 １ 昴会新理事長就任 

   上本伸二新理事長就任ご挨拶 

 

特集 

 ３ 昴会創立４０周年記念式典 

   ３月１５日／琵琶湖ホテル 

 

 

 ５ 市民公開講座開催 

   第１３回「循環器疾患で 

命を落とさないために」 

 

６ 日野記念病院 

   歯科口腔外科常勤体制再開 

 

湖東記念病院 

   当院の脳卒中救急医療 

 

７ 東近江市立能登川病院 

   アイセンター長就任ご挨拶 

   日本初導入眼科手術装置 

 

 ８ 東近江市蒲生医療センター 

   病院化増築棟工事について 

 

９ 昴会看護部 

   ＩＶナース教育プログラム 

   看護師活動報告会 

 

１０ 新着任医師紹介 

   ５名の新着任医師紹介 
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表紙写真：上本伸二新理事長 

令
和
八
年
七
月
か
ら
昴
会
の
理
事

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
上
本
伸
二

で
す
。 

私
は
京
都
大
学
医
学
部
卒
業
の
六

十
九
才
の
外
科
医
師
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
は
消
化
器
外
科
、
小
児
外
科
、
肝
臓

移
植
を
専
門
に
、
主
に
大
学
病
院
で
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
一
方
、
地
域
医
療

に
目
が
向
い
た
の
は
三
重
大
学
で
外

科
教
授
を
務
め
て
い
た
時
で
す
。
こ
の

時
は
卒
前
卒
後
教
育
と
地
域
医
療
担

当
の
副
病
院
長
職
も
担
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
地
域
に
お
け
る
医
師
不
足
を

痛
感
し
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
「
若

手
医
師
・
中
堅
医
師
を
リ
ク
ル
ー
ト
す

る
た
め
の
環
境
整
備
が
で
き
て
い
な

い
病
院
は
生
き
残
れ
な
い
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
し
て
、
医
師
の
人
材
育
成
に
邁
進

し
て
き
ま
し
た
。
京
都
大
学
外
科
教
授

の
時
は
従
来
の
外
科
同
門
会
を
解
体

し
、
新
た
に
構
築
し
た
関
連
病
院
と
の

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
基
盤
に
し
て
年

間
三
十
人
前
後
の
若
手
外
科
医
の
リ

ク
ル
ー
ト
と
人
材
育
成
に
成
功
し
、
こ

れ
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
滋
賀
医
科

大
学
学
長
の
時
に
は
大
学
全
体
で
の

専
攻
医
（
若
手
医
師
）
獲
得
の
旗
振
り

役
を
演
じ
、
滋
賀
医
科
大
学
は
専
攻
医

を
毎
年
六
十
人
～
七
十
人
リ
ク
ル
ー

ト
す
る
施
設
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

成
果
は
将
来
の
滋
賀
県
に
お
け
る
充

実
し
た
医
療
体
制
構
築
に
お
い
て
大

き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
は
外
科
医
と
し
て
の
活
動
と
並

行
し
て
人
材
リ
ク
ル
ー
ト
と
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

さ
て
、
四
十
周
年
を
迎
え
た
昴
会
で

す
が
、
相
馬
俊
臣
会
長
の
ご
指
導
の
下

に
「
地
域
で
創
る
総
合
病
院
」
体
制
を

東
近
江
医
療
圏
に
構
築
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
専
門
性
が
高
い

特
化
し
た
診
療
科
を
配
置
し
た
複
数

の
中
規
模
病
院
群
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
で
地
域
住
民
の
命
と
健
康
を
守
る

地
域
完
結
型
医
療
体
制
の
構
築
で
あ

り
、
東
近
江
医
療
圏
の
み
な
さ
ん
が
地

域
内
で
十
分
な
医
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
理
想
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
「
地
域
で
創
る
総
合
病
院
」

構
想
は
道
半
ば
で
あ
り
、
今
後
は
オ
ン

コ
ロ
ジ
ー
（
腫
瘍
）
セ
ン
タ
ー
と
し
て

蒲
生
医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に

新
理
事
長
就
任 

巻頭特集 

特
化
し
た
診
療
科
の
追
加
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
実
績
を
継
続
し
て
発
展

さ
せ
る
た
め
の
人
材
育
成
の
強
化
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

一
方
、
特
化
し
た
診
療
科
の
活
動
を

支
え
て
い
る
の
は
一
般
的
な
診
療
科

の
医
師
・
看
護
師
の
み
な
さ
ん
も
含
め

て
昴
会
全
員
の
職
員
で
す
。
職
員
の
み

な
さ
ん
が
安
心
し
て
楽
し
く
日
々
の

業
務
に
専
念
で
き
る
環
境
作
り
が
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
で

重
要
な
取
り
組
み
は
、
①
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
遵
守
（
規
則
を
守
る
こ
と
）
、

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
追
放
、
③
心
理
的
安

全
性
（
な
ん
で
も
意
見
を
出
し
合
え
る

環
境
）
が
確
保
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
昴
会
は
大
き
な
組
織
で
す

の
で
改
善
す
る
べ
き
問
題
も
比
較
的

多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
一
つ
一
つ
解
決
に
向
け
て
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
、
医
療
従
事
者
に
と
っ
て
も
患

者
さ
ん
に
と
っ
て
も
快
適
な
環
境
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 職

員
の
み
な
さ
ん
が
や
り
が
い
を

も
っ
て
楽
し
く
働
い
て
、
地
域
の
み
な

さ
ん
の
健
康
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
私

も
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

上本 伸二 

昭和３１年生まれ。愛媛県出身。医学博士。 
昭和５６年 京都大学医学部卒業 
昭和５７年 兵庫県立塚口病院外科 
昭和６１年 京都大学大学院医学研究科入学 
平成 ２年 京都大学大学院医学研究科修了 
平成 ４年 博士（医学）取得 
平成 ５年 京都大学医学部第２外科助手 
平成１１年 京都大学医学部臓器移植医療部助教授 
平成１３年 三重大学医学部第１外科教授 
平成１７年 三重大学医学部附属病院副病院長 
平成１８年 京都大学大学院医学研究科肝胆膵・移植外科教授 
平成２３年 京都大学医学部附属病院副病院長 
平成２６年 京都大学大学院医学研究科長・医学部長 
令和 ２年 滋賀医科大学学長 

【専門分野】 消化器外科、小児外科、臓器移植 

 

う え も と   し ん じ 

上本新理事長に１０の質問 

Ｑ１ 

野口英世とシュバイツァー博士の伝記

を読んで感動したからです。 

医師を目指したきっかけは？ 
 

Ａ 

「いつもこころに太陽を」・・・前向きな生き方

を心がけており、可能であればみなさんも

そのようにお願いしたいと思います。 

座右の銘もしくはモットーは？ 
 

Ａ 

Ｑ２ 

イヌの散歩、庭の掃除、

買い物、ゴルフの練習。 

 

休日の過ごし方は？ 

Ａ 

Ｑ３ 

ゴルフです。 

趣味は？ Ｑ４ 

Ａ 

「インテリやくざ」と言われています。ことば

は丁寧だが対応がきついという意味のよう

です。本人はそうは思っていないのですが。 

ご自身を一言で表すと？ 

Ａ 

Ｑ５ 

Ｑ６ 

家族と飼い犬。今はワン

ちゃんが上です。 

 

宝物は何ですか？ 

Ａ 
相馬俊臣会長と 

湊長博先生（現京都大学総長） 

尊敬する人は誰ですか？ Ｑ７ 

Ａ 

Ｑ８ 

ゴルフで８０台のスコア

を出すこと。 

今一番やりたいことは？ 

Ａ 

Ｑ９ 

やはり、外科医師です。 

生まれ変わったら？ 

Ａ 

安心した老後を迎えたい。そのためには昴会の発展と継続が不可

欠です。親の世話を子供たちへ期待するのは無理のような気がし

ます。 

自身の未来について教えてください。 Ｑ１０ 
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こ
の
四
十
年
間
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
の
も
と

で
地
域
医
療
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
当
会
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

相馬会長が医事監修したドラマから親交が続いている俳優の田中健さん、岡田奈々さんが特別公演 

相馬俊臣 会長 

上本伸二 理事長 

（前滋賀医科大学学長） 

俳優 田中健さん 

俳優 岡田奈々さん 

特
集 

昴
会
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典 

昴ネット   ３ 

 

４    昴ネット 

 

昴会創立４０周年記念式典 

を執り行いました 

令和８年３月１５日（日） 琵琶湖ホテル 

 

当
会
の
歩
み
は
、
一
九
八
五
年
（
昭

和
六
十
年
）
の
日
野
中
央
病
院
設
立
か

ら
始
ま
り
、
こ
の
た
び
四
十
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
記
念
す
べ
く
節
目
に
際
し
、
三

月
十
五
日
に
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
関

係
者
の
方
々
を
お
招
き
し
、
記
念
式
典

を
執
り
行
い
ま
し
た
。 

 

ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
来

賓
の
方
々
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
盛
会
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

こ
の
記
念
式
典
で
は
、
来
賓
の
皆
さ

ま
よ
り
お
祝
い
と
激
励
の
お
言
葉
を

多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
お
言
葉

を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も
地
域
医
療
を

担
う
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
い

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。 

 

今
後
と
も
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

こ
の
四
十
年
間
、
ご
来
院
い
た
だ
い

た
患
者
さ
ん
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
、

医
療
に
携
わ
る
医
師
・
看
護
師
な
ど
の

医
療
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
運
営
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
の
も
と
で
地
域
医
療
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
当
会
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
さ

ま
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

  

昴会創立４０周年記念誌 デジタルブック 

昴会創立４０周年に際して、記念誌を

発行しました。デジタルブックとして当会

ウェブサイトにて公開しておりますので、

ご覧いただければ幸いです。 

《祝辞》 １ うえの賢一郎厚生労働大臣 ２ 三日月大造滋賀県知事 ３ 髙橋健太郎滋賀県医師会会長 ４ 上本伸二前滋賀医

科大学学長 ５ 小椋正清東近江市長  《乾杯》 ６ 湊長博京都大学総長 

《オープニングセレモニー》 ７ 滋賀学園高等学校ジャズオーケストラ部    

《マイクリレー》 ８ 左から 小寺裕雄衆議院議員 小鑓隆史参議院議員 宮本和宏参議院議員 嘉田由紀子参議院議員 堀江

和博日野町長 西田秀治竜王町長 佐藤健司大津市長 有村国知愛荘町長 
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６  昴ネット 昴ネット  ５ 

 

酔
に
よ
る
処
置
は
も
ち
ろ
ん
、
埋
伏

状
態
や
患
者
様
の
不
安
感
に
応
じ

て
、
入
院
・
全
身
麻
酔
下
で
の
安
全

な
抜
歯
も
積
極
的
に
ご
提
案
し
て
お

り
ま
す
。
一
度
に
複
数
本
の
抜
歯
を

希
望
さ
れ
る
場
合
や
、
歯
科
治
療
に

強
い
恐
怖
心
を
お
持
ち
の
方
も
、
ど

う
ぞ
安
心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ
い
。 

限
ら
れ
た
体
制
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
方
と
密

に
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
お
一

人
お
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
最
適
な

医
療
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。
お

口
の
こ
と
で
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ま
ず
は
身
近
な
先
生

に
ご
相
談
の
上
、
当
科
に
お
越
し
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。
皆
様
の

安
心
を
支
え
る
存
在
に
な
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

湖東記念病院 脳神経外科 

し
ば
ら
く
の
間
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
歯
科
口
腔
外

科
に
常
勤
医
が
戻
り
、
新
た
な
診
療

体
制
を
整
え
ま
し
た
。
今
後
は
地
域

の
歯
科
医
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生

方
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
、

ご
紹
介
い
た
だ
い
た
患
者
様
を
中
心

と
し
た
、
専
門
性
の
高
い
口
腔
外
科

診
療
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

当
科
で
は
、
主
に
歯
や
顎
の
骨
に

起
因
す
る
疾
患
か
ら
、
お
口
の
中
の

粘
膜
に
生
じ
る
病
変
ま
で
、
幅
広
く

診
断
と
治
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
特
に
、
多
く
の
患
者
様
が
悩
ま

れ
て
い
る
親
知
ら
ず
（
智
歯
）
の
抜

歯
に
お
い
て
は
、
外
来
で
の
局
所
麻

湖東記念病院 

日野記念病院 

山岸 正之 

に
よ
っ
て
発
症
や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と

が
可
能
で
す
。
私
た
ち
は
日
常
診
療
の
中

で
、
「
も
っ
と
早
く
気
付
く
こ
と
が
で
き

て
い
れ
ば
」
と
感
じ
る
場
面
も
少
な
く
な

く
、
地
域
の
皆
様
へ
正
し
い
知
識
を
お
伝

え
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。 

今
回
の
講
座
で
は
、「
循
環
器
疾
患
で

命
を
落
と
さ
な
い
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
、
狭
心
症
、
不
整
脈
、
健
康
寿
命
、
救

急
医
療
、
さ
ら
に
は
心
臓
と
肺
の
関
係
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
分

か
り
や
す
く
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
別
企
画
と
し
て
行
わ
れ
た
救

若
葉
が
鮮
や
か
さ
を
増
す
季
節
と
な

り
、
今
年
も
滋
賀
循
環
器
病
研
究
会
主
催

に
よ
る
市
民
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
で
第
十
三
回
目
を
迎
え
た
本

講
座
に
は
、
今
年
も
多
く
の
地
域
住
民
の

皆
様
に
御
参
加
い
た
だ
き
、
循
環
器
疾
患

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
改
め
て
実
感

い
た
し
ま
し
た
。 

循
環
器
疾
患
は
、
心
筋
梗
塞
、
心
不
全
、

不
整
脈
、
脳
卒
中
な
ど
生
命
に
直
結
す
る

病
気
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
一
方
で
、
そ

の
多
く
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常

症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
深
く
関
わ
っ

て
お
り
、
日
頃
か
ら
の
予
防
や
早
期
発
見

湖東記念病院 心臓血管センター長 武田 輝規 

急
隊
に
よ
る
実
演
も
、
救
命
医
療
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
機
会
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

循
環
器
疾
患
は
突
然
発
症
す
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
の
背

景
に
は
、
長
年
に
わ
た
る
生
活
習
慣
や
動

脈
硬
化
の
進
行
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
と
医
療
者
が
同
じ
方
向
を
向
き
、

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
意
識
を
共
有
す
る

こ
と
が
、
地
域
全
体
の
健
康
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

今
後
も
地
域
の
皆
様
と
共
に
、
こ
の
よ

う
な
情
報
共
有
の
場
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

歯
科
口
腔
外
科
の 

常
勤
体
制
を
再
開
し
ま
し
た 

初診・再診ともに電話

で診察の予約をお取り

くださいますようお願

いいたします。 

直通電話 
０７４８-５３-２６５５ 

診療時間は以下より

ご確認ください。 

２４時間３６５日対応 －当院の脳卒中救急医療－ 

脳梗塞は、脳の血管が突然詰まり、「手足が動かな

い」「言葉が出にくい」など様々な障害を引き起こす

病気です。発症から治療までに時間がかかると、治

療選択肢が減り、後遺症が残る可能性が高まりま

す。時間との勝負となる疾患です。 

近年、カテーテルを用いて詰まった血栓を直接取

り除く「血栓回収療法」が普及しています。この治療

により、これまで助けることが難しかった患者さん

も、症状の改善が期待できるようになりました。カテ

ーテル機器も日進月歩で進化しており、全国的に高

度な脳卒中治療を受けられる時代になっています。 

当院では、２４時間３６５日、迅速な血栓回収療法

を行えるよう脳卒中診療体制を整備しています。救

急隊や地域医療機関と連携し、迅速な画像診断と治

療を行うことで、一人でも多くの患者さんの後遺症

軽減を目指しています。「少し様子をみよう」と迷わ

ず、症状があれば早めの受診・電話相談・救急要請を

ご検討ください。 

１ 特別企画 救急救命 救急隊の活動 八日市消防署の救急隊

による救命場面の再現が会場で行われました。 

２ 武田輝規医師（湖東記念病院 心臓血管センター長）今回の

講座では狭心症の早期発見と最新治療を講演。 
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市民公開講座 

第１３回 「循環器疾患で命を落とさないために」 

開講座 
が開催されました 

令和８年５月２４日（日） 八日市文化芸術会館 
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８  昴ネット 

東
近
江
市
蒲
生
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
化 

乳
腺
治
療
強
化
の
増
築
棟 

年
内
開
院
を
目
指
し
建
設
中 

東近江市立能登川病院 

現
在
、
東
近
江
市
蒲
生
医
療
セ
ン
タ

ー
で
は
、
病
院
化
に
向
け
増
築
棟
の
建

設
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
増
築
棟
に
は
、
三
階
に
手
術
室

二
室
と
病
理
室
、
一
階
に
形
成
外
科

（
美
容
外
来
）
の
診
察
室
お
よ
び
新
た

に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
加
え
た
検
査
部
門
が
集

約
し
ま
す
。
二
階
の
病
棟
は
十
六
床
増

床
し
、
既
存
の
十
九
床
と
併
せ
て
三
十

五
床
と
な
り
、
診
療
所
か
ら
病
院
へ
と

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。 

再
び
病
院
と
な
る
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
内
科
や
整
形
外

科
、
小
児
科
な
ど
の
診
療
科
を
継
続
し

て
地
域
医
療
を
支
え
つ
つ
、
乳
腺
治
療

に
特
化
し
た
部
門
を
併
設
し
、
新
た
に

診
療
を
開
始
す
る
形
成
外
科
と
連
携

し
、
が
ん
治
療
の
一
端
を
担
う
病
院
と

な
り
ま
す
。 

先
般
の
中
東
情
勢
悪
化
で
当
初
の

予
定
よ
り
工
期
が
延
び
る
形
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
夏
か
ら
は
、
す
で
に

完
成
し
た
化
学
療
法
室
に
て
、
が
ん
の

化
学
療
法
（
抗
が
ん
剤
治
療
）
を
体
制

が
整
い
次
第
先
行
し
て
開
始
し
ま
す
。 

こ
の
化
学
療
法
室
で
は
、
ま
ず
は
乳

腺
お
よ
び
泌
尿
器
の
化
学
療
法
か
ら

開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

中
東
情
勢
悪
化
の
余
波
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
関
係
者
と
調
整
を
進
め
、

一
日
も
早
い
開
院
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
。 

この度、昴会アイセンターでは、Alcoｎ社の最新

白内障・硝子体手術装置「Unity」を、世界同時発売

に先駆け、日本で第１号として先行導入いたしまし

た。 

この機械は、白内障手術や硝子体手術をより安

全かつ低侵襲で行うことを可能とし、患者さんの術

後回復や生活の質向上に大きく寄与するものと確

信しております。 

「Unity」の導入により、白内障手術時に使用す

る超音波の効率が向上したことで手術時間が短く

なり、眼へのダメージが少なく視力の回復も早くな

りました。また、手術中の眼の状態を極めて高い精

度でリアルタイムに把握し安定させる機能により、

合併症のリスクが低減し、患者さんはより安心して

手術を受けられるようになりました。さらに硝子体

手術では、より高速で繊細なカッターが網膜への負

担を減らし、安全性を高めています。 

これらにより、従来よりもさらに安定した状態で

手術を行うことが可能となり、安全性が飛躍的に

向上しました。また、目への負担を最小限に抑える

「低侵襲」な手術が実現できるため、患者さんの術

後の回復もよりスムーズになります。 

医療技術は日々刻々と進化していますが、その

なかで最先端技術を積極的に導入することは、皆

様の「見える」を守ること、そして地域医療の質の

向上にも直結すると信じております。 

昴会アイセンターは今後も、常に新しい医療機器

や治療法を積極的に取り入れ、東近江圏域の眼科

医療を守り、発展させてまいります。患者さん一人

ひとりに最良の医療を提供できるよう、スタッフ一

同努力を重ねてまいりますので、目に関するお悩

みは安心して、いつでもご相談ください。 

東近江市蒲生医療センター 

この度、２０２６年４月より東近江市立能登川病

院 昴会アイセンターのセンター長に就任いたしま

した、白川雄一と申します。 

私は香川県で生まれ、高校卒業後は北海道・東

京・京都・愛知と各地で研鑽を積み、２０２４年に滋

賀県へ移住しました。滋賀での生活もはや３年とな

り、滋賀県の四季の豊かさや琵琶湖の美しい自然

に囲まれ、充実した日々を過ごしております。 

昴会アイセンターは、東近江圏域の眼科医療を支

える重要な拠点として、多くの患者様にご利用いた

だいております。そのような施設でセンター長を務

めることに、大きな責任と身の引き締まる思いを

感じております。 

今後も、あらゆる眼科疾患に対応できる診療体

制を維持・発展させるとともに、最新の技術や医療

機器を積極的に導入し、日本のどの地域にも劣ら

ない質の高い医療を提供できるよう、スタッフ一同

研鑽を続けてまいります。目のことでお困りのこと

や不安な点がございましたら、いつでもお気軽に

当センターへご相談ください。どうぞよろしくお願

い致します。 

日本初導入の「Unity」が守る、地域の瞳 

白川 雄一 

昴会アイセンター 

センター長就任のご挨拶 

昴会アイセンター長 

東近江市蒲生医療センター病院化は、当初令

和８年８月を予定しておりましたが、中東情勢

悪化の影響で予定していた資材等が確保でき

ず、工期が延びる形となっています。 

現在のところ年内の開院を目標に工事を進

めておりますので、今しばらくお待ちいただき

ますようお願い申し上げます。 

工期の遅れについて 

MRI（乳がん検診可能） 

１２月稼働予定 

１ 増築棟完成予想図  

２ 現在建設工事中の増築棟 （令和８年６月末撮影） 
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1０  昴ネット 

新着任医師紹介 

新着任医師紹介 

昴会グループに新たに５名

の医師が加わりましたの

でご紹介させていただき

ます。 

①専門分野 

②経歴 

③趣味 

④自己 PR 

昴ネット  ９ 

 

昴会看護部 

日野記念病院／外科 

中村 一郎／なかむら いちろう 

①消化器外科、緩和医療、 
災害派遣治療 

②滋賀医科大学卒 
③トレイルランニング、マラソン 
④東近江市立能登川病院から着任し
ました。地域医療に少しでも貢献
できるように努めます。よろしく
お願いいたします。 

日野記念病院／歯科口腔外科 

寺村 千俊／てらむら ちとし 

①口腔外科 
②大阪歯科大学卒 
③スキー、スノーボード、 
クラシックカー 

④大津市民病院より異動してまいり
ました。彦根市出身で母方の祖母
が五個荘で開業医をしておりまし
たので、ここ湖東地域には大変愛
着を持っております。この地域に
貢献できるよう努めてまいります
ので、宜しくお願いいたします。 

日野記念病院／皮膚科 

三瀬 巧馬／みせ たくま 

①皮膚科一般 
②滋賀医科大学卒 
③バイク 
④日野地域の医療に貢献できるよう
に、わかりやすい説明と安心でき
る皮膚科診療に努めてまいりま
す。 
 

日野記念病院／耳鼻咽喉科 

山崎 開／やまざき かい 

①耳鼻咽喉科一般 
②滋賀医科大学卒 
③読書、スポーツ観戦 
④患者さんに信頼いただけるような
診療を心掛けています。甲賀市出
身で、地元に近い日野地域の医療
に貢献できるように努めてまいり
ます。よろしくお願いいたします。 
 

東近江 
市立 

束田 宏明／つかだ ひろあき 

①外科、消化器外科 
②滋賀医科大学卒 
③ジョギング、ギター 
④自分の家族ならばどうするかを基
本に診療を行っていきたいと思っ
ています。また、地域の医療をより
良くしていければと考えていま
す。 

能登川病院／外科 

少子高齢化が進むわが国において、将来も国民

が安心して暮らせるよう保健医療福祉制度の見直

しが進められています。特に質の高い医療を効率

的に提供するために看護職の新たな社会への貢

献、患者サービスへの貢献が期待されています。 

昴会では、２０２６年９月に蒲生医療センターが病

院化し「がん診療機能強化」が図られます。それを

機に、安全な静脈注射を実施できる看護職を育成

し、静脈注射に関する看護職の質を担保する事を

目的に「ＩＶナース教育プログラム」を立ち上げるこ

とになりました。各施設よりコアメンバーが集まり、

プログラムの企画・立案を行いました。 

現在、各施設では専門職による講義・試験を受

け、技術のみならず知識の向上も目指しています。

本プログラム全課程を終了した職員へ院長より認

定証が交付されます。 

今後も来院される皆様に安心していただける看

護の提供を目指します。 

あなたの“安心”を支えるために 

昴会看護部 ＩＶナースコアメンバー 

ＩＶナースプログラムの取り組みについて 

本
会
は
、
昴
会
看
護
部
が
目
指
す
、

高
い
倫
理
観
を
持
ち
主
体
的
に
学
び

続
け
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応

し
な
が
ら
専
門
性
を
高
め
、
力
を
発

揮
で
き
る
看
護
師
像
を
体
現
す
る
場

で
あ
り
、
理
念
を
探
求
す
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
質
の

高
い
看
護
の
提
供
を
目
指
し
、
今
後

も
専
門
性
を
活
か
し
た
実
践
を
通
し

て
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。 

令
和
六
年
よ
り
実
施
し
て
い
る
看

護
師
活
動
報
告
会
は
、
院
内
で
活
躍

す
る
看
護
師
の
取
り
組
み
を
共
有

し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
つ
い

て
考
え
る
機
会
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
臨
床
教
育
看
護
師
、

特
定
行
為
看
護
師
、
災
害
支
援
ナ
ー

ス
、
心
不
全
療
養
指
導
士
、
実
習
指

導
者
講
習
参
加
者
に
よ
る
報
告
を
行

い
ま
し
た
。 

看
護
師
活
動
報
告
会 

湖
東
記
念
病
院 

教
育
委
員
長 

山
本
武
虎 

編
集
後
記 

 

こ
の
度
、
相
馬
俊
臣
が
理
事
長
を
退
任

し
、
後
任
と
し
て
上
本
伸
二
が
就
任
い
た

し
ま
し
た
。 

 

相
馬
前
理
事
長
は
、
在
任
中
の
約
四
十

年
間
に
わ
た
り
、
東
近
江
医
療
圏
域
で
地

域
医
療
の
充
実
を
図
り
、
ま
た
医
療
法
人

運
営
の
基
盤
づ
く
り
に
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
支
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
す
べ
て
の
皆
様
に
謹
ん
で
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

当
会
は
、
新
し
い
理
事
長
の
も
と
で
今

後
も
地
域
医
療
の
更
な
る
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
六
月
に
診
療
報
酬
改
定
が

約
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
引
き
上
げ
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
公
定
価
格
で
運
営
す
る
医

療
機
関
に
お
い
て
は
、
昨
今
の
物
価
高
騰

や
人
件
費
上
昇
分
を
価
格
に
転
嫁
す
る

こ
と
が
で
き
ず
に
ひ
っ
迫
し
た
経
営
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
引
き
上
げ

措
置
が
取
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ご
来
院
さ
れ
る
方
の
中
に
は
、
ご
負
担

い
た
だ
く
医
療
費
等
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

     

ま
た
、
中
東
情
勢
悪
化
の
影
響
が
今
後

も
続
き
、
医
療
・
介
護
分
野
に
お
い
て
も

様
々
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

アイブイ ＊ 

＊ＩＶナース：静脈注射院内認定看護師 



 

 

 

  

 

  

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

  

  

 

 

  

 

  

  

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今在家 

香之庄 

沖 

中里 

南花沢 

湖東記念病院 

サテライト湖東 

湖東第一 
小学校 

湖東スタジアム 

名
神
高
速
道
路 

湖東三山スマートＩＣ 

307 

湖東記念病院 
住 所：東近江市平松町２番地１ 

ＴＥＬ：０７４９-４５-５０００ 

ＦＡＸ：０７４９-４５-５００１ 

脳神経外科センター 

滋賀ガンマナイフセンター 

心臓血管センター 

不整脈センター 

 
訪問看護ステーション 

すばる サテライト湖東 
住所：東近江市平松町２番地１ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ：０７４9-45-２５７７ 

能登川中学前 

林 

垣見 

市役所支所 

能登川高校 

猪子山 
能登川病院 

52 

2 

東近江市立 
能登川病院（指定管理） 

住 所：東近江市猪子町１９１番地 

ＴＥＬ：０７４８-４２-１３３３ 

ＦＡＸ：０７４８-４２-６５７１ 

昴会アイセンター 

滋賀人工関節センター 

脊椎センター 

桜川西 

蒲生医療センター 

サテライト蒲生 

蒲生スマートＩＣ 

蒲生医療センター 

市子殿 

上南 

佐久良川 

名神高速道路 

訪問看護ステーション 

すばる サテライト蒲生 
住所：東近江市桜川西町３４０番地 

ＴＥＬ・ＦＡＸ：０７４８-５５-１２５５ 

東近江市        （指定管理） 

蒲生医療センター 
住 所：東近江市桜川西町３４０番地 

ＴＥＬ：０７４８-５５-１１７５ 

ＦＡＸ：０７４８-５５-１１７８ 

ＰＥＴ診断センター 

放射線治療センター 

医
療
法
人
社
団
 
昴
会
 広

報
誌
 
[昴

ネ
ッ
ト
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思
い
や
り
と
感
性
に
あ
ふ
れ
た
医
療
で 

地
域
社
会
の
信
頼
に
応
え
よ
う 

訪問看護ステーション 

すばる 
住 所：蒲生郡日野町上野田２４６番地 

ＴＥＬ：０７４８-５２-８１６１ 

ＦＡＸ：０７４８-５２-８１６２ 

介護老人保健施設 

リスタあすなろ 
住 所：蒲生郡日野町上野田２４６番地 

ＴＥＬ：０７４８-５２-６０００ 

ＦＡＸ：０７４８-５２-６００３ 

居宅介護支援事業所 

昴会グループ 

住所：東近江市宮川町２４４番地９２１ 

ＴＥＬ・ＦＡＸ：０７４８-４５-２１７５ 

長峰診療所 

 

 

鋳物師診療所 

住所：東近江市鋳物師町７０８番地 

ＴＥＬ・ＦＡＸ：０７４８-５５-０４０６ 

居宅介護支援事業所 

健診センター 

緩和ケア外来開始 

松尾北 

大谷 

松尾 

日田 

県立日野高校 

大谷公園 

日
野
駅 

日野記念病院 

リスタあすなろ 

訪問看護ステーションすばる 
307 

日野記念病院 

住 所：蒲生郡日野町上野田２００番地１ 

ＴＥＬ：０７４８-５３-１２０１ 

ＦＡＸ：０７４８-５３-１４５５ 

滋賀脊椎センター 

昴会消化器センター 

昴会難聴･中耳手術センター 

糖尿病・腎センター 


